


前後タイヤにかぶるほど落とされた車高が、NSXのスリークなホテ´

いつそう引き立たせる。ヘッドライトは純正の内部をボディ同色に′

ントされており、これだけでも印象が大きく変わる。

ホイールはプロドライブの新製品GC-012Lを セット=GC‐ C5“「
]

20に続いて採用された「高強度鍛造素材」により、高剛性を軽量
′二
=

両立。今回はショー出展のためスペシャルカラーで登場 :

NSX― Rのフォルムを極力崩さないように設計されたガーニーフ

ラッ九 ルックスを引き締めるとともに整流効果を高め、ダウン

フォースを獲得。価格はFRP製 が7万 1400円、カーボン製が10

万2900円 。

NA2純正バンパーのデザインにマ ンチする左右 2本 =_T'テ
ー。テールエンド形状は真円の110mm:オ ーんステレ製■・3万

6900円、ステン+チ タン製は21万 8400円 ,ォ ー チ́ ,レ 裏 ニ

価格未定となつている。

純正品にかぶせるように装着するサイドステッ九 サイドスクー

プとアウトラインを揃えるようにさりげないデザインとされた。

FRP製 (13万 4400円 )のほか、カーボン製 (価格未定)も用意
される。

耗三スボ/ラ ーに装着するリップタイプのフロントスポイラ
ー =■ つ裏とカーホン製の2種類が存在し、それぞれにLED有
螢 _十 用意きたる:価格は8万 1900円 ～15万 5400円 とな
,■  =

国産車のチューニング史を語るうえて、フ=レ =
らずとも『トミーカイラ」の名は一度は賢.■ こ〔

があるだろう。かつてスカイラインやシルヒア
=〔

をベースにしたコンプリートカーを製作・販売す
=

とともに、自らの名を冠したオープンスボーノ =

を販売するなど、世のクルマ好きの琴線をくす る

製品を次々に生み出してきた老舗メーカーて二る

そんなトミーカイラでは、近年、欧帰車お
==三

用のエアロパーッを数多く開発しているか、全二

2012年の東京オートサロンではオリジナルニア=
を身にまとったNSX‐ Rを 出展してきた :

メーカー純正のチューニングカーとt.i=
NSX‐ Rに、さらにレーシーな印象を与えるP二天事

を加え、さらに高級感あふれる・ブレミアム
・
を■
」

るNSX‐ RR PREMIUMが それだ:ゼ ロ ,フ ■ヽ貢

現するほど、ノーマル状態でも空力性能 :こ■■■

NSX‐ Rをベースとするだけに、可能なかぎ.■二

のフォルムを生かすことで基本性能を犠牲11て 言

さらなる空力性能の向上とラグジュアリー唐を■■

せることに成功している。さらに高品質なニアニふ

外にも、チタン素材を使用したマフラー→尭
=ニ
レ

ブレムなど、注目のパーツを次々と展買 :

なお、このクルマの詳細はホンダスタ/′ Ξ́号号

(2012年3月 20日発売号)にて詳しく紹介予定t
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